
 
 

 
 

2019 年度テーマ  
 

  2019 年 7 月 12 日に第 10 回 Jichi Joy Café を開催いたしました。今回は初めての試みとして、講演は

行わずにディスカッションを中心にさせて頂きました。開催前の事前アンケートに基づき、当センターの

アドバイザーがファシリテーターとなって参加者の皆様と意見交換を行いました。Jichi Joy Café の特徴で

もある、“暖かな雰囲気のもと 職種や立場を超えて話し合い お互いの理解を深める“ということができ

た会だったと思います。 

 職場で「お互いを理解しあう」には何が大切かというテーマでは、コミュニケーション、環境・体制作

りなどの意見が出ました。上司から部下に声をかけてくれると話しやすい、上司と定期的な面談を行う仕

組みがあると良いなどの意見もあり、医局など部

署ごとに取り組みの差があることも分かりました。 

 今後も多くの方に Jichi Joy Café に参加いただ

けるように、実施時間や内容を工夫していきたい

と思います。都合がつきましたら参加して、自由

で暖かな雰囲気を感じて頂ければと思います。 

また、医師・研究者キャリア支援センターでは皆

様とともに「お互いを理解し合う」にはどうした

らよいのか考えていきたいと思います。ご意見等

がありましたら気軽にお寄せ下さい。 

 

記 

【 開催内容 】 
 

♦当日タイムスケジュール 
① あいさつ             センター長 小宮根 真弓 
② 自己紹介 
③ 事前アンケートによるフリーディスカッション              

ファシリテーター 循環器内科学 講師 小形幸代 先生 
精神医学   助教 加藤梨佳 先生 

 
 
《 事前アンケート結果 》 
 

 
 
 
 
 
 
 

「 第 10 回 Jichi Joy Café 」開催結果報告 
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以下に、参加者の皆様からのご意見を掲載いたします。 

≪原文のとおり記載≫ 

第 10 回 Jichi Joy Café（開催後）アンケート 

アンケート回答数 10/18（回答率 55.5％） 
 

1. 本日の内容についてご感想をお聞かせください。 

（１）大変参考になった           6 人 

（２）参考になった             4 人 

（３）普   通              0 人 

（４）参考にならなかった          0 人 

（５）全く参考にならなかった        0 人 

 

 

2. Ｑ1 のお答えの理由をお聞かせください。 

  ①医師と研究者だと立場が違い過ぎて大変さが全く違うが、平然としている先生方も実はものすごく 

   葛藤しながら両立している話を聞くと、自分だけがてんてこまいって訳ではないのだなと・・安心できる。 
  ②̏現場の声̋を聞く事ができ、実感が湧いた。 
  ③参加やそれぞれの現状や意見が聞けてよかった。 
  ④自分では記づけない意見を頂けた。（例：子育てしながら、細切れで効率よく家事、研究、） 

自己学習を行うなど。子供が寝たあと 30 分自分のために自己学習する等） 
 ⑤さまざまな職種の方のお話を聞いて、時間の使い方や働く意識の高さを感じ、今後の仕事に対する意欲が 

とても上がりました。 
  ⑥気軽に色々な人の意見を伺えた。 
  ⑦いろいろな職種の方の意見を知ることが出来た。 
  ⑧他の女医さんが時間のやりくりをどの様にされているのか話を聞けてよかった。 

 ⑨様々な立場に、様々な悩みがあることを再確認しました。 
  ⑩ここでは悩んでいるキャリアのことなど、自由に話してもよいという雰囲気があっ たこと。 

事前アンケートのまとめ方がとてもよかったです。問題の抽出にこれからも役に立つと思います。 
みなさんが悩んでいることを共有できて、この状況をなんとかしなければなという共通の課題が 
見い出せたこと。 
 
 



3. 本日のディスカッションを踏まえて、多様なキャリアを理解し合うためにはどのような改革が必要だと 
思いますか？ 

①本人より上司、科の雰囲気が何より重要。上司の考え方はきっと変えられないだろうから、大学として 
 規則を変えるなど強制力を持たせないと無理だと思う。 
②育児、家事をする人の昇進制。 
③コミュニケーションはとても重要。自分から積極的に話しかけることも重要。 
④年に1度か2度、医局ごとに相談できるキャンペーン期間をつくり、各人の意見を吸い上げる。 
⑤ディスカッションで出たコミュニケーションを異職種間でとったり、個別面談などはとても必要では 
 ないかと思いました。先生方と教授で面談がないことに驚きました。 
⑥男性の先生のワークライフバランスも話し合えると理解が深まると思います。 

 ⑦この数年で、だいぶ慣れて（マヒして）しまいましたが、医師として働いている方達も、その額じゃ 
不足なんだ・・・なら、私は？とモヤモヤ再燃・・・。時給が上がったことでムリに納得していまし 
たが。多分医師の先生方はサービス残業を加味すると時給にしたらラボランチンと大した差はないの 
かなと思いました。 

 ⑧上司や管理職に当たる方に定期的なヒアリングをして、大学の中での自分の役割を認識してすすめる 
ことが出来ると良い。また自分の家庭の状況や、健康、医師として研究者としてやりたい事も周囲や 
上司に理解してもらうこと。一人で悩まず、お互いを知り、多様性をみとめることができる環境を作る。 
医学部5年生からもらったことばもよかったです。周囲を気にせずまず自分がやってみたいことを伝え、 
行動すること。まずは会議でも出た、管理職へキャリアのヒアリングを行ってもらうのは第一歩だと 
思います。 

 
4. 医師・研究者キャリア支援センターへのご意見、ご要望等ございましたらご記入ください。 

 ①ディスカッションという名の雑談が何より自分のガス抜きになる。このような場を提供してくれて 
 時間も昼にしたり夜にしたり様々なやり方で、多数の方が参加できるように考えてくれてありがたい。 
②「キャリア支援センターからのお願い」というような働きかけで、各医局で女性（育児、介護）を抱え 

ている状態の方々と面接する制度が出来れば良いなぁと思いました。 
③Jichi Joy caféをたくさんの方に参加していただけるよう何かもっと発信する方法はないかな・・ 

と思いました。 
④頑張っている先生方が不満の出ない待遇になりますように！ 
⑤ポスターやお弁当もとてもよかったです。  

今回まだ話し足りないこともあると思いますので、またシリーズで深めていくのもよいかと思いました。 
会議の様子を配布や掲示などで広めていけるといいと思います。参加者を広げて活きたいですね 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


